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84 ／ト桧 建 男
9）テキストは『太平広記』（中華書局1981）
10）「侯稗」にも一カ所「按元微之所樽奇鷺鷺事，在貞元十六年番」と貞元とした
箇所がある。しかしこの箇所影印本を見る限り字がいささか不自然で，原本で
不鮮明であったのを影印の際に手を加えたように見える。
末代に貞元を正元とした例は，王彦坤『歴代避諒字彙典』（中州古籍出版社
1997）p．632…33参照。
11）「鷺太」の本文が「貞順」ではなく「貞憬」なっているのは興味深い。「慣」
は宋の孝宗（在位1163－1169）の避諒なので，あるいは本来「貞慣」であった
ものが「正憬」→「正順」と改まったのかもしれない。
「侯抄」，「侯稗」の「以傑人之姦不正」と言う箇所も，「董西」では「不正」
が「不貞」となっている（『類説』の抄本も『太平広記』もこの箇所は「不義」
である）。「董西」は，金に宋から「貞」が」「正」に改められた彼の「鷺鷺伝」
本文が伝わり，それをもう一度「貞」に戻したと考えた方がよいかもしれない。
12）中華書局本『太平広記』の校記によれば，この「我」明抄本では「知」。
13）弁正，年譜と伝奇では，弁生と年譜は，すでに述べたように「鷺鷺伝」が作者
の突入生と重なることを考証したものであるが，伝奇は歌曲に添えられたもの
で芸能であると言う性格の遠いも関係していると思われる。
